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第 43 回 旧ＲＤ最終処分場問題連絡協議会の開催結果 

 

■日  時  令和４年 11 月 25 日（金）19：00～20:50 

■場  所  栗東市コミュニティセンター治田東 

■主な質疑・ご意見 

 

１ 前回の開催結果の確認について 

①前回、アーカイブの中で県はＲＤ社を優良企業と言い続けた理由を明らかにして

ほしい、と意見を出して、それに対する県の回答が、今後事務局案の作成を進め

る中で参考にさせていただく、とのことだが、参考にするとはどういうことか、

明らかにしてくれないのか。 

   ⇒いただいたご意見をもとに、過去の記録を調べて確認したうえで確実な情報

としてアーカイブに書き込んでいきます、と回答しました。 

 

２ 令和４年度第２回モニタリング調査結果について 

②No.1 地点の電気伝導度は平成 30 年４月以降上昇傾向にあり、この地点のみ他

と違う動きをしている。硫酸イオンやカルシウムなどいくつかのイオンを調べ

ることでこの原因のヒントがわかるかもしれないので、そういった調査をして

みてはどうか。 

   ⇒処分場由来の 1,4-ジオキサンは上昇していないため、処分場が原因ではな

く、有害物質が電気伝導度の上昇に影響しているとは認められません。ま

た、過去からヘキサダイアグラムの調査を続けており、硫酸とカルシウム

が上昇していることは確認しているが、それが何によるものかというとこ

ろまでは分かっていないので、ヘキサダイアグラムの調査回数を少し調整

するなどしてしっかりと原因を調べていきたいと思っています、と回答し

ました。 

 

４ 対策工の有効性を確認するための評価方法（案）について 

③対策工の有効性確認の調査と旧処分場の安定化確認の調査とを切り分けていい

のか。また、対策工前後でどう変わったのか、掘削したところはきれいになって

しなかったところは大丈夫だったのか、調べていただかないと対策工が有効だっ

たのかに対して納得ができない。 

仮に対策工が一定の効果があったとしても、揚水ピットにカドミウムのような有

害物が出てくることが続くと何年も浄化策を取らざるを得ないと思うがどうか。 

   ⇒掘削せずに廃棄物土を残置している個所については、時間はかかるが旧処分

場の安定化に向けて雨水の洗い出しにより浄化していく。対策工の有効性を

確認する時点では安定化の途上にあり、また、調査については技術的な課題

もあるため、何ができるのかアドバイザーに相談しながら考えていきます。 

浸透水については、対策工前は有害物質８項目について基準を超えていたが、
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現在はカドミウム 1項目に減少しており、永遠に浄化し続けることは考えて

おらず、内部管理をしっかりとしていきたいと考えています、と回答しまし

た。 

  このプランは通常のモニタリング調査とそんなに変わらない感じがするため、プ

ラスαでどういった調査が必要か、そこについて知恵を絞ってほしいと思う。 

   ⇒アドバイザーとよく相談しながら検討させていただきたい、と回答しました。 

 ④Ｐ.６に地下水の水質の評価について年平均値で確認するとあるが、年平均値が

環境基準以下であれば基準より高い値が１回出てもいいということか。また、な

ぜ年平均値なのか。 

   ⇒そのとおりですが、基準を超える個別値がある場合は、超過の程度や 1,4-ジ

オキサンなど他の有害物質を含めた変動傾向を踏まえ、異常がないか確認し

ていきます。なお、年平均値としているのは、環境基準を超過しているか否

かを確認する場合は年平均値で算出することが決められているためです、と

回答しました。 

⑤Ｐ.７に覆土や安定勾配の形状が維持されていることを点検により確認すると

あり、点検表に基づいて点検・評価されていると思うが、点検内容を教えてほ

しい。 

   ⇒次回の連絡協議会で点検表を提出します、と回答しました。 

     （点検表については別添「資料１ 添付資料」のとおり） 

⑥Ｐ.３の調査項目で、有害物質や一般項目は調査頻度年４回とあるのにイオンは

年１回とあるが、そのイオンというのはその他項目のことか。 

   ⇒ここで言うイオンとは、Ｐ.３の「その他項目」に記載のナトリウム、マグネ

シウム、カリウム、カルシウムといった一般的なイオンの項目のことです。

電気伝導度は水に溶けている物質の影響を受けることから、これらのイオン

を測定してヘキサダイヤグラムを作成し、地下水の水質の解析等に使用して

います、と回答しました。 
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